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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一つの栓（６）を備えた少なくとも一つのサーバー装置（５）を使用して、か
つ飲料固有のすなわち製品固有のパラメータに依存して、樽（２）内に詰められ、かつ用
意された製品、特に飲料を給仕するための方法において、
給仕あるいは注出作業すなわち給仕作業を、少なくとも一つの応答機（１３）内で製品固
有に記憶されているデータにより制御された状態で、あるいはデータを考慮して行ない、
前記少なくとも一つの応答機（１３）が、給仕すべき製品を用意する樽（２）に設けられ
ていること、及び
各応答機（１３）内に記憶されたデータが、少なくとも一つの飲料固有の識別データであ
り、この識別データを介して、制御装置（１５，１５ａ）内に記憶された、飲料固有のす
なわち製品固有のパラメータ、および／または注出すなわち給仕作業、および／または保
管作業を制御あるいは考慮するための飲料固有のすなわち製品固有のプログラムを作動さ
せ、および／または呼出すことを特徴とする方法。
【請求項２】
少なくとも給仕すべき製品を用意する樽（２）の保管作業が、樽（２）に設けられた少な
くとも一つの応答機（１３）内に記憶されているデータに依存して行われることを特徴と
する請求項１記載の方法。
【請求項３】
飲料固有のすなわち製品固有のパラメータに依存して、樽（２）内に詰められた製品、特
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に飲料を保管するための方法において、
保管作業を、少なくとも一つの応答機（１３）内で製品固有に記憶されているデータによ
り制御された状態で、あるいはデータを考慮して行ない、
この応答機が製品を内蔵している樽（２）に設けられていること、及び
各応答機（１３）内に記憶されたデータが、少なくとも一つの飲料固有の識別データであ
り、この識別データを介して、制御装置（１５，１５ａ）内に記憶された、飲料固有のす
なわち製品固有のパラメータ、および／または注出すなわち給仕作業、および／または保
管作業を制御あるいは考慮するための飲料固有のすなわち製品固有のプログラムを作動さ
せ、および／または呼出すことを特徴とする方法。
【請求項４】
応答機（１３）が各々ＲＦタグであることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記
載の方法。
【請求項５】
各応答機（１３）内に記憶されたデータが、飲料固有のすなわち製品固有のパラメータで
あることを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の方法。
【請求項６】
少なくとも一つの栓（６）を有する少なくとも一つのサーバー装置（５）を備えた、飲料
固有のすなわち製品固有のパラメータに依存して、樽（２）内に詰められた製品、すなわ
ち飲料を給仕するための装置において、
前記各樽（２）に設けられている少なくとも一つの応答機（１３）内に製品固有に記憶さ
れたデータを考慮して給仕、すなわち給仕作業あるいは保管作業を制御するために形成さ
れている制御装置（１５，１５ａ）を備えていること、及び
各応答機（１３）内に記憶されたデータが少なくとも一つの飲料固有の識別データであり
、この識別データを介して、制御装置（１５，１５ａ）内に記憶された、飲料固有のすな
わち製品固有のパラメータ、および／または注出すなわち給仕作業、および／または保管
作業を制御あるいは考慮するための飲料固有のすなわち製品固有のプログラムを作動させ
、および／または呼出すことを特徴とする装置。
【請求項７】
各樽（２）に設けられている少なくとも一つの応答機（１３）内に記憶されたデータに依
存して、各製品の保管作業を制御するための制御装置（１５，１５ａ）が形成されている
ことを特徴とする請求項６記載の装置。
【請求項８】
飲料固有のすなわち製品固有のパラメータに依存して、樽（２）内に詰められた製品、す
なわち飲料を保管するための装置において、
前記各樽（２）に設けられている少なくとも一つの応答機（１３）内に製品固有に記憶さ
れたデータを考慮して、保管作業を制御するために形成されている制御装置（１５，１５
ａ）を備えていること、及び
各応答機（１３）内に記憶されたデータが少なくとも一つの飲料固有の識別データであり
、この識別データを介して、制御装置（１５，１５ａ）内に記憶された、飲料固有のすな
わち製品固有のパラメータ、および／または注出すなわち給仕作業、および／または保管
作業を制御あるいは考慮するための飲料固有のすなわち製品固有のプログラムを作動させ
、および／または呼出すことを特徴とする装置。
【請求項９】
前記制御装置（１５，１５ａ）により制御される冷却装置（１２）を備えた少なくとも一
つの樽（２）のための冷却室すなわち保管室（３）を備えていることを特徴とする請求項
６～８のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１０】
各応答機（１３）がＲＦタグであることを特徴とする請求項６～９のいずれか一つに記載
の装置。
【請求項１１】
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各応答機（１３）内に記憶されたデータが飲料固有のすなわち製品固有のパラメータであ
ることを特徴とする請求項６～１０のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１２】
制御装置（１５，１５ａ）により製品固有のパラメータに依存して、樽（２）内の圧力を
注出圧力まで減少させるために制御される、少なくとも一つのサーバー装置（５）内に設
けられた製品が貫流する少なくとも一つの絞り弁ユニット（８）
を備えていることを特徴とする請求項６～１１のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１３】
少なくとも一つのサーバー装置（５）内において、製品の流路内で制御装置（１５，１５
ａ）により製品固有のパラメータに依存して制御される、栓（６）での製品温度を調節あ
るいは制御するための手段（９，１０）が設けられていることを特徴とする請求項６～１
２のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１４】
制御装置（１５，１５ａ）により各製品に割当てられた製品固有のパラメータに依存して
制御される、各栓（６）を形成する複数のサーバー装置（５）を備えていることを特徴と
する請求項６～１３のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１５】
装置が固定式の適量分配設備として形成されていることを特徴とする請求項６～１４のい
ずれか一つに記載の装置。
【請求項１６】
装置が可動式の適量分配設備として形成されていることを特徴とする請求項６～１５のい
ずれか一つに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１あるいは３の上位概念による方法、ならびに請求項７あるいは９の
上位概念による装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製品すなわち飲料を給仕するための装置すなわち適量分配設備（Ｓｃｈａｎｋａｎｌａ
ｇｅ）は、固定式でもあり、また移動式でもある設備として様々な構造で知られており、
この場合、給仕される製品はたいてい樽すなわち小樽内に用意される。さらに詰められた
製品各々の性質を明らかにし、かつ小樽の取扱いを改善するために、専用に使用されるデ
ータが収納されている応答機を小樽に備えることも知られている（特許文献１および２）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国特許第１９９４８４７１号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第４４４６２０３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、製品の取扱い、この場合、特に各製品のための注出すなわち給仕作業
および／または保管作業が、最適の方法で制御されるか、あるいは影響を受ける方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は、請求項１または３に相応した方法を形成することにより解決される。製品
、特に飲料を給仕および／または保管するための装置は、請求項７または９の対象である
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。
【０００６】
　本発明の場合、製品の固有のパラメータに依存した、各製品の注出すなわち給仕作業お
よび／または保管作業は、各応答機内に記憶されたデータにより制御された状態で、およ
び／またはデータを考慮して行われる。この際、各応答機では、例えば二桁以上のコーデ
ィングワードとして、製品固有のパラメータが例えば直接ファイルされ、あるいはしかし
ながら各応答機では、製品固有の識別データが記憶されている。その場合に、この識別デ
ータを用いて、例えば注出すなわち給仕作業および／または保管作業の、製品固有の影響
および／または制御は、例えば制御装置内に記憶されたプログラムを取出すことにより、
あるいは制御装置内に記憶され、関連する製品に所属する製品固有のパラメータを取出す
かあるいは作動させることにより行われる。このパラメータは注出すなわち給仕作業およ
び／または保管作業を制御および／またはこれらの作業に影響を及ぼすために役立つ。各
応答機からのデータの読出しは、読取りユニットを使用して非接触で行われる。
【０００７】
　応答機は各々、例えばＦＲタグ、すなわち電子部材であり、この電子部材は実質的にア
ンテナとして作用する構造、および一体化された回路の様式の、データ記憶装置をも有す
る電子機器から成る。記憶装置内には、製品固有のパラメータあるいは製品固有の識別デ
ータおよびその他のものが収納されている。その際、作動に必要な電源電圧を読取りユニ
ットのアンテナ構造を介して受信されるラジオ信号もしくは高周波信号（電磁波）からそ
れ自体で製造し、読取りユニットによるワイヤレスもしくは非接触式のデータ転送を、特
に製品固有のパラメータあるいは識別データのためにも可能にするように、電子機器は構
成されている。このようなデータキャリアあるいは情報キャリアは例えば“スマートカー
ド”としても知られている。
【０００８】
　製品固有のパラメータを用いて、保管の場合、特に保管温度の制御は、そして注出すな
わち給仕作業の場合、特に給仕温度、すなわち関連する製品あるいは飲料が飲料用容器、
例えばグラスあるいはジョッキ内に収められる最適の飲用温度を保証する温度の制御は例
えばビールの場合、７℃の温度で行われる。
【０００９】
　製品固有のパラメータにより、例えば樽すなわち小樽内にかかる圧力のＣＯ２を含有す
る製品への負担を軽減することは、栓、例えば蛇口の出口にかかる周囲圧力を基に制御さ
れ、しかも製品固有のパラメータに依存して制御あるいは調節された、少なくとも一つの
絞り弁を備えた少なくとも一つの絞り弁ユニットにより、給仕される製品のための製品導
管内で制御される。このようにして、例えばビールで満たされた小樽内では３．０～３．
５バールの内圧がかかり、この内圧は１リットル当たり４．５グラムのＣＯ２濃度の場合
の飽和圧に相当する。栓、すなわち蛇口の出口において、圧力はほぼ１バールに達する。
製品固有のパラメータにより制御された絞り弁ユニットを用いて、この圧力差は慎重に抑
えられ、従って製品からのＣＯ２のガス放出と、栓と小樽を接続している製品導管内の所
望されていない泡立ちは全く無くなるが、飲料表面に盛上った泡を発生させるための確実
な泡立ちが可能であり、かつ望ましい。
【００１０】
　本発明により、注出すなわち給仕作業の場合の、ならびに保管作業の場合の、製品各々
の風味の品質を損なう欠陥は防止される。
【００１１】
　本発明による適量分配設備は、例えば飲食店経営における固定式の設備である。しかし
ながら本発明は、移り変わる環境条件下で運転され、その際特に短期間で変化する環境影
響にさらされるような注出設備である場合に、例えば可動式の注出設備の場合に、および
／または野外行事等の際に使用される注出設備の場合に特に長所となる。本発明の考えに
おける製品は、例えば天然水すなわちミネラルウォータ－、ソフトドリンク、果汁、ワイ
ン、ビール等のような異なる様式の飲料であるが、他の液体製品でもある。
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【００１２】
　本発明の他の形態は従属請求項の対象である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明を以下に実施例の図を基に詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】個別のサーバー装置を備えた、本発明による適量分配設備を概略的な機能図ある
いはブロック図で示した図である。
【図２】多くの様々な商品あるいは飲み物用の複数のサーバー装置を備えた、適量分配設
備を概略的表現で示した図である。
【実施例】
【００１５】
　図１には、１でもって共通な、炭酸ガスを含む製品すなわち飲料、例えばビールのため
の適量分配設備が示してある。製品を提供するのに、樽すなわち小樽２が使用され、この
樽はこの製品を圧力をかけて、例えばビールを３．０～３．５気圧の間の圧力でもって内
蔵している。少なくとも各々使用中の小樽２は、製品を冷蔵するために冷却された保管室
３内に格納されており、この保管室は、例えば冷却された構造空間や、地下室あるいは冷
却機、例えば冷蔵庫の内部である。
【００１６】
　製品導管４を経由して、使用されている小樽２はサーバー装置５と接続している。特に
、このサーバー装置は、制御される、言い換えれば図示した実施形態の場合、各々の飲料
用容器内ならびに蛇口６への液体接続部内への手動で制御される製品を供給するための栓
を形成する蛇口６と、少なくとも一つの絞り弁を有する調節可能な絞り弁ユニット８と、
製品が貫流する熱交換器９を備えている。相当する絞り弁調節により、圧力除去を小樽２
内で制御している圧力と外気圧の間で達成するために、絞り弁ユニット８が基本的に使用
される。この圧力除去により、製品は蛇口６から飲料用容器７に注ぎこみ、ビールを注ぐ
際に好ましい泡が各々の飲料用容器７内で無くなってしまうことなく、特にサーバー装置
５内部、および／または製品導管内部での炭酸ガスの排出を防止する
【００１７】
　その際、絞り弁ユニット８の調節は、製品固有のパラメータ、特に製品の様式、製品の
炭酸ガス含有量、製品に使用されるあるいは推奨される保管温度、すなわち冷蔵される保
管室３の温度、使用される小樽２の内部圧力、すなわち炭酸を含有する製品各々の炭酸ガ
スの飽和圧等に依存する。
【００１８】
　熱交換器８は実質的に、蛇口７が開放している際に、製品温度が所望もしくは推奨の飲
み頃温度以上である範囲内では、熱交換器を貫流している製品を後冷却するのに、あるい
は製品温度が所望もしくは推奨の飲み頃温度以下である範囲内では加熱するのに使用され
る。これに加えて、熱交換器９は制御兼補給装置１０と接続しており、この制御兼補給装
置は製品を冷却あるいは加熱する熱を搬送する媒体を熱交換器９へ調達することができ、
しかも特に製品温度を測定するセンサー１１により制御する。さらに１２により、保管室
３を冷却するための冷却装置を示してある。
【００１９】
　適量分配設備１の特徴は、調節可能な絞り弁ユニット８、熱交換器９あるいは熱交換器
の制御兼補給装置１０、そして図示した実施形態の場合、冷却装置、従って注出作業すな
わち給仕作業そして保管作業が製品固有のパラメータに依存して制御されることにある。
これに関して、注出作業すなわち給仕作業の制御に必要なデータは製品固有のパラメータ
の形で、各小樽２において適した方法で小樽に固定されている応答機１３のメモリ（ＲＦ
ＩＤ回路あるいはＲＦタグ）内に収納されており、それによりこの応答機は、例えば小樽
装置を取り囲む上方の保護リング２．１の下方で、あるいは底面リング２．２の上方で、
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小樽２を取り扱う際の損傷から保護されている。
【００２０】
　データの読み出すために、保管室３内には読み取りユニット１４が設けられており、こ
の読み取りユニットは制御装置１５の構成部品である。制御装置は各飲料固有のすなわち
製品固有のパラメータに依存して、絞り弁ユニット８、制御兼補給装置１０ならびに冷却
装置１２を介して保管室３の温度も、従って小樽２内部の製品温度も制御する。
【００２１】
　応答機１３から読み出されたデータは、例えば制御装置１５の記憶装置１６内に収納さ
れ、これらのデータにより、それから例えば小樽２を適量分配設備１に接続した後すぐに
、絞り弁ユニット８の調節が行われ、ならびに連続した給仕作業中は、温度センサ１１に
より測定された製品温度を考慮して常に、熱交換器９の制御が制御兼補給装置１０を介し
て行われる。
【００２２】
　図２は、異なる製品を出すために、各々適量分配設備１のサーバー装置に相当する複数
のサーバー装置５を備えた適量分配設備１ａを示す。各サーバー装置５には、製品導管４
を介して関係する製品用の小樽２が接続している。共通の制御装置１５ａを介して、サー
バー装置５は製品固有のすなわち飲料固有のパラメータを相応して個々に制御する。詳し
く言うと、例えば熱交換器９と所属する制御兼補給装置１０を介して、絞り弁ユニット８
を製品固有に調節することにより、および／または製品パラメータを製品固有に調節する
ことにより調節する。そのために、制御装置１５ａは複数の読み取りユニット１４と接続
しており、これらの読み取りユニットは各々、応答機１３と関係する小樽２において協働
する。
【００２３】
　この実施形態の場合でも、例えば読み取りユニット１４により読み出される、各製品用
の製品固有のパラメータは、制御装置１５ａの記憶装置１６内で分離した状態で収納され
る。するとこのデータを考慮して、例えば所属するサーバー装置５に小樽２を接続した後
に、絞り弁ユニット８の調節が行われる。さらに、給仕作業時に記憶装置１６内で読み出
されるデータと作動するようにして、センサー１１により決定される製品パラメータを考
慮して、熱交換器９の制御が制御兼補給装置１０を介して行われる。
【００２４】
　本発明を実施例にして記載する。本発明の根底をなす思想から離れることなく、数多く
の変更ならびに変形が可能である。
【００２５】
　したがって例えば各サーバー装置５の絞り弁ユニット８が、注ぎ工程において、製品固
有のパラメータに相応するように一度調節されることから出発する。さらに原則的に、例
えば小樽２内部の圧力を小樽の満タン状態に依存して再現する、各製品にとって特徴的な
特性曲線を考慮して、絞り弁調節の手動制御および／または自動の動力学調節の可能性が
ある。この特性曲線は例えば同様に製品固有のパラメータとして対応する小樽２の応答機
１３内に保存されている。給仕作業の間、各小樽２のガス抜きを考慮するために、各サー
バー装置５は中でも図１に１７で示した流量計１７を備えており、この流量計は相応する
測定信号を制御装置１５に供給し、しかも規定充填量あるいは出力充填量と協働して供給
する。
【００２６】
　さらに前述のように、製品固有のパラメータは、それ自体、各応答機１３内に記憶され
ていることを前提とした。そこで必要な記憶容量を減少させるために、ならびに注出すな
わち給仕作業および／または保管作業の際に考慮される、データ範囲を同時に減らす際の
製品固有のパラメータの数を増加させるために、これらのパラメータを、例えば製品によ
くみられる組合せで、制御装置１５あるいは１５ａの記憶装置１６内に収納することも可
能である。その際、各応答機１３においては、各々飲料固有すなわち製品固有の識別デー
タだけが収納されており、この識別データにより、制御装置１５あるいは１５ａの記憶装
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置１６内に収納された飲料固有のすなわち製品固有のパラメータ、あるいは製品固有の記
憶装置１６内に収納されたプログラムは、注出すなわち給仕作業および／または保管作業
の制御を行うために呼び出されるかあるいは作動する。
【００２７】
　本発明を、前記実施例に記載する。これにより本発明の根底をなす発明思想を離れるこ
となく、数多くの変更ならびに変形が可能であることは自明である。
【００２８】
　本発明の範囲内において、樽すなわち小樽の概念の下で、好ましくは取外し可能な接続
機構を使用してサーバー装置と接続可能な、液体を収容するための容器の様式をすべて理
解することができる。相応するようにして、大規模な催しの際に使用するための飲料用の
、例えば３ｍ３の容量の公知の容器、あるいは合成樹脂製の瓶に似た５リットルの容量の
容器を用いる用途も本発明の範囲内にある。
【符号の説明】
【００２９】
１　　　適量分配設備
１ａ　　適量分配設備
２　　　小樽
３　　　保管室
４　　　製品導管
５　　　サーバー装置
６　　　栓
７　　　飲料用容器
８　　　調節可能な絞り弁
９　　　熱交換器
１０　　熱交換器用制御兼補給装置
１１　　温度センサー
１２　　冷却装置
１３　　ＲＦタグ
１４　　読取りユニットあるいは読取りヘッド
１５　　制御装置
１５ａ　制御装置
１６　　制御装置１５あるいは１５’の記憶装置
１７　　流量計
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